
校長室からこんにちは 令和５年１２月２２日（金） 

 

                        今から２９年前の４月２２日金曜日のこと 

です。初めて１年生の担任をした時、その日は、初めて

図書室で読書をしました。それぞれ本を選んで、席に座って読み始まって間もな 

く、さとる君がクリスマスの絵が描いてある本を持って私のところに来ました。彼は、「先生は

Xmas プレゼントに何が欲しい？」と、聞いてきました。妻が初めての子供を妊娠しており、間も

なく予定日を迎えるので、私は「元気な赤ちゃんが欲しいな」と答えました。さとる君は「ふぅぅ

ぅん」と言って席に戻っていきました。しばらくして、またさとる君が来ました。さとる君は、「赤

ちゃんって、卵で来るのかなぁ？」と、私に尋ねました。私が、「どうかなぁ。でも、なんでそん

なこと聞くの？」と言うと、さとる君は「だって、Xmasプレゼントが卵だったら、サンタさんが

運ぶとき割れちゃうかもしれないから…」と心配そうに話してくれました。続けて、「僕、先生に

クリスマスプレゼントが届くようにお願いしたいんだ。」と言いました。私は、「でも、そうしたら、

さとる君のクリスマスプレゼント来なくなっちゃうよ」と言うと、「いいんだよ、先生にプレゼン

トあげたいんだよ。」とのこと。私は「ありがとうね、さとる君からのクリスマスプレゼントが届

くといいな」と話しました。そして、その日の夜、調布駅の飯野病院で長男が生まれました。そし

て、４月２５日月曜日の朝の会で「先生の家に、さとる君からのクリスマスプレゼントが届きまし

た！」と報告すると、みんな大きな拍手をしてくれました。さとる君はというと、皆に「すごい！」

と言われ、少し照れながら拍手をしてくれました。子どもの発想ってステキですよね。 

 

 

  

２７年前、６年生の担任をしていた時の話です。 

クラスの女の子たちが、休み時間に教室の私が座っている教師用デスクの周りに集まって、クリス

マスのプレゼントについて話をしていました。私は、毎日の宿題である自由課題ノートのチェック

をし、一人一人のノートにコメントを書きながらその話を聞いていました。すると、「サンタさん

は何歳までクリスマスプレゼントをくれるのか」という話題になりました。子どもたちは、「先生

はもうもらえないから、もらえるのは２０歳までかなぁ？」「いやいや、先生はそもそも良い子じ

ゃないからもらえないんだよ！（笑）」などと、女子トークがさく裂していました。そして、その

中の一人が「先生は何歳ぐらいまでだと思う？」と、たずねてきました。私はすこし考えて、『そ

うだなぁ、みんなが「サンタさんより、この人からプレゼントをもらいたいな」と思う人が出てく

るまでかな？』と、答えました。女の子たちは、私の言っている意味がよく分からなかったようで、

今年はサンタさんに何をお願いするかという話題に移っていきました。 

 終業式には「深大寺小のよい子には、校長先生から、宿題のプレゼントがあります！」と話す予

定です。子どもからは「サンタじゃなくて、サタンだぁ！」っていう声が聞こえてきそうな気がし

ますが。 冬休みになります  子供たちもあいさつをする機会が増えると思います。学校で学ん

だ礼節を発揮してほしいと思います。皆様よいお年をおむかえください。 

 

サンタさんは、何歳まで Xmasプレゼントをくれるのか と聞かれて 


